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 ２ 群馬県知事選挙・参議院議員通常選挙投開票結果 14 第33回少年の主張甘楽町大会

 ４ 町発足60周年記念事業　田んぼアート・甘楽中公開授業 16 教育のひろば　甘楽中学校の取り組み

 ５ ニカラグア共和国のホストタウンに登録が決定！ 18 町のわだい　花で町を明るく　コンテナガーデン

 ８ 1人当たりのごみ排出量が４年連続県内最少!! 21 いきいきクラブ活動紹介 　 かんら篠笛の会 　

content.

キラッとかんら安心のまち

みんなで投票！シャトルワゴン運行　知事選・参院選
（関連記事は２ページ）



参

◎比例代表選挙開票結果
有効投票 無効投票
6,124 319

群

　７月21日執行の群馬県知事選挙と第25回
参議院議員通常選挙の甘楽町での投開票結果
をお知らせします。
　群馬県知事選挙では山本一太さんが、参議
院議員群馬県選挙区選挙では清水真人さんが
当選されました。

石田清人 山本一太 有効投票 無効投票
1,271 5,037 6,308 134

◎候補者別得票者数（左から届出順）

当日有権者数 投票者数（投票率％） 未投票者・棄権者数
男 女 計 男 女 計 男 女 計
5,467 5,756 11,223 3,127 3,315 6,442 2,340 2,441 4,781

（57.20）（57.59）（57.40）

◎投票者数

馬
県
知
事
選
挙

議
院
議
員
通
常
選
挙

投票場所別
投票数

投票所で
投票

期日前
投票

病院・施設
などで不在
者投票

計

知事選 3,233 3,169 40 6,442
参院選
（選挙区） 3,233 3,174 40 6,447
参院選

（比例代表） 3,229 3,174 40 6,443

◎投票場所別投票数期日前投票は
投票日当日とほぼ同数

知事選　前回を大幅に上回る投票率

当日有権者数
（うち在外選挙人登録者数） 投票者数（投票率％） 未投票者・棄権者数

男 女 計 男 女 計 男 女 計
5,488 5,774 11,262 3,129 3,318 6,447 2,359 2,456 4,815
（４） （4） （8） （57.02）（57.46）（57.25）

◎投票者数（選挙区選挙）

◎候補者別得票者数（左から届出順）
清水真人 齋藤敦子 前田みか子 有効投票 無効投票
3,559 2,113 376 6,048 399

第
２
投
票
所

（
秋
畑
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
）

群
馬
県
知
事
選
挙
・
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
開
票
結
果
　
　
　   

■
甘
楽
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内　
内
線
２
１
３・２
１
４
） 

第１投票所（小幡小学校体育館）

知事選　前回を大幅に上回る投票率

町政の動き
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政
治
家
　
の
寄
附
は
禁
止
、
有
権
者
が
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
て
寄

附
を
す
る
こ
と
は
、
罰
則
を
も
っ
て
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
政
治
家
以
外
の
人
が
政
治
家
名

義
の
寄
附
を
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

 　
政
治
家
に
対
し
て
寄
附
を
す
る
よ
う
勧

誘
や
要
求
を
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
政
治
家
名
義
の
寄
附
を
求
め
る
こ

と
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
威
迫
し
て
求
め

る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　
政
治
家
が
役
職
員
や
構
成
員
で
あ
る
団

体
や
会
社
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
人
に
対

し
て
、
政
治
家
の
氏
名
を
表
示
し
た
り
、

氏
名
が
類
推
さ
れ
る
よ
う
な
方
法
で
寄
附

を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
選
挙

に
関
し
て
寄
附
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま

す
。

　
後
援
団
体（
い
わ
ゆ
る
後
援
会
）が
、
選

挙
区
内
に
あ
る
人
に
対
し
て
、
花
輪
・
供

花
・
香
典
・
祝
儀
や
こ
れ
ら
に
類
す
る
も

の
を
出
し
た
り
、
後
援
団
体
の
設
立
目
的

に
よ
り
行
わ
れ
る
行
事
や
事
業
に
関
す
る

寄
附
以
外
の
寄
附
を
す
る
と
、
処
罰
さ
れ

ま
す
。

　
政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
人
に
対

し
て
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の

を
除
き
、
暑
中
見
舞
状
・
年
賀
状
な
ど
時

候
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
政
治
家
や
後
援
団
体
が
選
挙
区
内
に
あ

る
人
に
対
し
て
、
主
と
し
て
あ
い
さ
つ
を

目
的
と
す
る
有
料
の
広
告
を
新
聞
・
雑

誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
に
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

※政治家：立候補予定者や現在公職（衆議院議員、参議院議員、地方公共団体の議会議員および長）にある人

（
※
）

地域の運動会・
スポーツ大会への飲食物
などの差入

お祭りへの寄附・差入
また、開店祝などの花輪

町内会の集会・
旅行などの催物への
寸志・飲食物の差入入学祝・卒業祝

また、秘書等が
代理で出席する
場合の結婚祝や
葬儀の香典

祝

入
学
祝

病気見舞
また、お中元や
お歳暮、お年賀など

三ない運動
・贈らない！
・求めない！
・受け取らない！

これらのものも、政治家
の寄附禁止の対象と

なります。

みんなで徹底しよう　三ない運動

 

① 

政
治
家
の
寄
附
の
禁
止

 

② 

政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の
勧
誘
・

 

　
要
求
の
禁
止

 

③
政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
附
の
禁
止

 

④
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

 

⑤
暑
中
見
舞
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
の

 

⑥
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広
告

 

　
禁
止

 

　
の
禁
止

 

■
甘
楽
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内　
内
線
２
１
３・２
１
４
） 
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公開授業に参加した松井さんと家族

～ 

田
植
え
に
参
加
し
た

     　
　
子
ど
も
た
ち 

～

　

町
発
足
60
周
年
記
念
事
業
の

中
学
生
が
自
ら
創
る
事
業
と
し

て
、
甘
楽
中
学
校
の
公
開
授
業
・

自
分
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
「
子

ど
も
が
作
る
弁
当
の
日
」
が
7

月
12
日
、
同
校
の
防
災
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

同
授
業
で
は
、「
弁
当
の
日
」

の
提
唱
者
・
竹
下
和
男
さ
ん

が
講
演
し
、
甘
楽
中
の
生
徒

３
３
０
人
と
地
域
の
人
や
保
護

者
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

竹
下
さ
ん
か
ら
は
、「
人
は
置

か
れ
た
環
境
に
適
応
す
る
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
、

次
世
代
の
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
人
間
と
な
る
た
め
に
、
家
で

食
事
を
作
る
こ
と
に
挑
戦
し
て

ほ
し
い
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。
10
月
に
は
、
甘
楽
中
学

校
の
「
弁
当
の
日
」
が
実
施
さ

れ
る
予
定
で
す
。

田んぼアート案内図

駐車場は浅間堤公園を利用し、
福島跨線橋の階段を上って見学
してください。

　

町
発
足
60
周
年
を
記
念
し

た
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
田
植
え

が
６
月
30
日
、
福
島
地
区
の

田
ん
ぼ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、

約
50
人
が
参
加
し
て
古
代
米

や
ゴ
ロ
ピ
カ
リ
な
ど
黒
、
ピ

ン
ク
、
緑
の
３
色
の
苗
を
植

え
ま
し
た
。　

　

田
ん
ぼ
に
描
か
れ
た
の
は
、

「
60
ｔ
ｈ
」
と
町
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
か
ん
ら
ち
ゃ
ん
」、「
お

め
で
と
う
」
で
す
。
８
月
上

旬
か
ら
見
ご
ろ
と
な
る
予
定

で
す
。
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
、
成

長
の
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
田

ん
ぼ
ア
ー
ト
の
経
過
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
→

Ｐ

福島跨線橋北 相の森団地南

浅間堤公園

庭谷

福島東

上信電鉄 至 上州
新屋駅

至 上州
福島駅

下
高
尾
小
幡
線会場

駐車場

800ｍ
跨
線
橋

国道２５４号

国道２５４号バイパス
Ｎ

子
ど
も
が
作
る〝
弁
当
の
日
〟

町発足60周年記念事業

福
島
の
跨
線
橋
西
に

か
ん
ら
ち
ゃ
ん
登
場
！

田んぼアート
３色の稲でかんらちゃんを表現

田植え
6/30

公開授業
7/12

↑
７
月
20
日
の
田
ん
ぼ
の
様
子

感 想
松井夢翔さん（１年）
大切な話を聞くこと
ができて良かった。
できなくて当たり前
のことでも挑戦して
いきたいと思う。

中
学
生
が
自
ら
創
る
記
念
事
業
・
甘
楽
中

か
ん
ら
ち
ゃ
ん
の
頭
の
部

分
に
苗
を
植
え
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
の
中
を
歩
く
の
が

大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、が

ん
ば
り
ま
し
た
！

初
め
て
の
田
植
え
で
、
お

米
の
大
切
さ
も
わ
か
り

ま
し
た
。
苗
が
大
き
く
な

る
の
が
楽
し
み
！

雨の中カッパを着て
作業した田植え

町政の動き
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カラグア共和国のニ ホストタウンに登録が決定しました！
　2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向け、
甘楽町がニカラグア共和国のホストタウンとして登録されました。

ニカラグア共和国って？ホストタウンとは？

今後の予定は？なぜニカラグア共和国なの？

2020年東京オリンピック・パラ
リンピック競技大会開催により、
多くの選手や観客が来訪するこ
とを契機に、全国の地方自治体
と大会参加国・地域との人的・
経済的・文化的な相互交流を図
るとともに地域の活性化などを推進する
ことを目的としています。この目的を達成
するため、自治体の住民などと大会に参加
するために来日する選手などとの交流によ
り、スポーツの振興、教育文化の向上およ
び共生社会の実現を図ろうとする地方公共
団体がホストタウンに登録されます。
※ホストタウンは国の事業です。

ブラジル

ウルグアイ

パラグアイ

アルゼンチン

チリ

ボリビア
ペルー

エクアドル

コロンビア

ベネズエラ スリナム
ギアナ

グアテマラ
エルサルバドル

コスタリカ

ＵＳＡ

ニカラグア
ガイアナ

キューバ

パナマ

ジャマイカ
メキシコ ホンジュラス

中央アメリカに位置し、ホンジュラスや
コスタリカと国境を接しています。面積
は13万㎢で北海道と九州を合わせた広さ
です。人口は622万人で、言語はスペイ
ン語です。農牧業が主要産業で、コーヒ
ー豆の栽培が有名です。

青年海外協力隊としてニカラグアへ派遣
された隊員が甘楽町で派遣前研修を受け
ていたこと、JICA（独立行政法人国際協
力機構）を通じて来日したニカラグアの
研修生が甘楽町の農家の下で農業研修を
受けたことを縁としてホストタウン交流
の協議が始まりました。

甘楽町ではニカラグア共和国との交流計
画に基づき、「事後交流」型ホストタウ
ン（※）として交流を進めていきます。
各事業については、詳しい内容が決定し
次第、町広報やホームページでお知らせ
いたします。
※�東京2020大会の競技終了後に選手がホ
ストタウンを訪問し、地元住民とさま
ざまな交流を行うホストタウンの形式

両国の文化を共有し、
子どもたちが世界を身近に
感じ、町民の心に残るオリン
ピック・パラリンピック交流

を進めます。

ロ
ド
リ
ゴ
・
コ
ロ
ネ
ル
駐
日
特
命

全
権
大
使（
左
）と
茂
原
町
長

vol.１

Kanra
♥Nicaragua

甘楽町キャラクター

甘楽町キャラクター
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台
南
市
の
魅
力
に
触
れ
る
　
友
好
図
書
館
交
流
企
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■ 

甘
楽
町
図
書
館
☎（
７
０
）４
６
６
０

　
甘
楽
町
図
書
館
で
は
、
６
月
29
日
か
ら

７
月
28
日
ま
で
、
ら
・
ら
・
か
ん
ら
１
階

ロ
ビ
ー
で「
―Friendship Box

―
友
好

図
書
館
交
流
企
画
」を
行
い
ま
し
た
。　

　
こ
れ
は
、
台
湾
台
南
市
が
友
好
関
係
に

あ
る
日
本
の
都
市
と
協
力
し
、
書
籍
を
詰

め
た
箱
を
お
互
い
の
都
市
に
送
り
、
現
地

の
図
書
館
で
展
示
す
る
と
い
う
も
の
で
、

台
南
市
の
関
連
書
籍
な
ど
51
点
を
展
示
、

紹
介
映
像
を
上
映
し
ま
し
た
。
今
回
の
交

流
企
画
の
展
示
は
甘
楽
町
の
ほ
か
、
県
内

４
カ
所
で
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
甘
楽
町
か
ら
も
台
南
市
の
図
書
館
へ
書

籍
な
ど
を
詰
め
た
箱
を
送
り
、
展
示
を
す

る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
６
月
30
日
に
は
、
み
な
か
み

町
職
員
で
台
南
市
政
府
対
日
事
務
相
談

顧
問
の
阿
部
真
行
さ
ん
の
特
別
講
演
会

『Friendship Box　

台
湾
の
古
都「
台

南
」』が
同
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
講
演
の
中
で
阿
部
さ
ん
は
、
台
南
の
歴

史
や
文
化
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
応
答
を
交

え
な
が
ら
話
し
、
参
加
し
た
77
人
は
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
台
南
の
魅
力
に

触
れ
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

「台南市と群馬県内の交流が進むとうれしい
です」と話した阿部さん（中央奥）

台
南
市
か
ら
送
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー
や
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
、エ
ッ
セ
ー
な
ど
を
紹
介
し
た
コ
ー
ナ
ー

展
示
し
た
書
籍
は
、
台
南
市
か
ら

町
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
甘
楽
町

図
書
館
で
貸
し
出
し
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ア
ス
カ
教
育
基
金
が

創
設
さ
れ
ま
し
た

　

株
式
会
社
ア
ス
カ
（
高
崎
市
・

加
藤
秀
明
代
表
取
締
役
会
長
）
の
寄

付
を
町
の
教
育
振
興
の
資
金
と
し

て
積
み
立
て
る
ア
ス
カ
教
育
資
金

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
加
藤
会
長
と

関
係
者
が
７
月
10
日
に
役
場
を
訪

れ
、
同
基
金
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

◎
株
式
会
社
ア
ス
カ
（
高
崎
市
）

　
５
０
０
万
円

◎
加
藤
秀
明
さ
ん
（
善
慶
寺
）

　
１
０
０
万
円

「
町
の
た
め
に
長
く
寄
付
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
た
加
藤
会
長（
右
）

善
意
に
深
く
感
謝
し
、

広
く
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

そ
の
車
間
　

　
　
こ
こ
ろ
の
せ
ま
さ
が

見
え
て
ま
す

　
夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動
が
、
７
月

11
日
か
ら
20
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
期
間
中
は
警
察
、
交
通
指
導
員
、
交

通
安
全
協
会
、
交
通
関
係
団
体
の
皆
さ

ん
と
町
が
共
同
で
、
子
ど
も
と
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
や
自
転
車
と
二
輪
車

の
交
通
事
故
防
止
、
飲
酒
運
転
の
根
絶

な
ど
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

買
い
物
帰
り
の
来
店
客
に
チ
ラ
シ
と
啓
発

品
を
配
布
し
て
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け

（
カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
富
岡
甘
楽
店
）

夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動

町政の動き
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■
補
助
対
象
者

　

加
齢
に
伴
う
身
体
機
能
や
判
断
力
の

低
下
な
ど
に
よ
り
運
転
に
不
安
を
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
本
人
の
意
思
で

有
効
期
限
の
残
っ
て
い
る
運
転
免
許
証

を
返
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
自
ら
運
転
免
許
証
を
返
納

し
た
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
支
援

補
助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
申
請
方
法

　
富
岡
警
察
署
交
通
課
で
手
続
き
し
、「
運

転
経
歴
証
明
書
」（
有
料
１
，1
０
０
円
）

の
交
付
を
受
け
た
後
、
役
場
総
務
課
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

　

高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
町
で
は
、高
齢
者
の
自
動
車
事
故
を
防
止
し
、

事
故
時
の
被
害
軽
減
を
図
る
た
め
、
65
歳
以
上
の
人

を
対
象
に
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
な
ど
を
搭
載
し

た
新
車
の
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

①�

新
車
登
録
日
に
、
町
内
に
住
所
を
有

し
て
い
る
満
65
歳
以
上
の
人

②�

自
動
車
運
転
免
許
証
を
保
有
し
て
い

る
人

③�

非
営
利
か
つ
自
ら
使
用
す
る
目
的
で

新
車
を
購
入
し
た
人
（
リ
ー
ス
は
対

象
外
）

④
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

■
補
助
対
象
要
件

　

車
両
本
体
価
格（
消
費
税
抜
き
）

３
０
０
万
円
以
下
で
、
先
進
安
全
装
置

（
※
）
が
搭
載
さ
れ
た
自
家
用
乗
用
車

を
新
車
で
購
入
し
、
平
成
31
年
４
月
１

日
以
降
に
新
規
登
録
（
軽
自
動
車
は
新

規
検
査
届
出
）
し
た
場
合

■
補
助
金
額　

　

５
万
円　

　

�

※�

一
人
に
つ
き
１
回
限
り
（
予
算
額

に
達
し
た
場
合
は
終
了
）

　高齢者の事故が増えていることもあり、車を
買い替えるタイミングで安全機能・装置のつ
いた車を選びました。ペダルの踏み間違い事
故を起きにくくする装置など、性能がとても良
いので安心でき、自分も安全運転
に心掛けています。このような車が
さらに普及するといいと思います。　

※
先
進
安
全
装
置
と
は

　
・
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ

　
・�
車
線
維
持
支
援
制
御
装
置
、
車
線
逸

脱
警
報
装
置
ま
た
は
ふ
ら
つ
き
注
意

喚
起
装
置

　
・�

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
時
加
速
抑
制
装
置

　　　　　　田村早苗さん（国峰）

補助金 件数
先進安全自動車
購入費補助金 15件

運転免許証自主返納
支援補助金 14件

補助金申請件数

（７月19日現在）

　今年４月からの補助金申請
状況は次のとおりです。

■
支
援
補
助
の
内
容

　

①�

「
運
転
経
歴
証
明
書
」
交
付
手
数

料
１
，
1
０
０
円
の
補
助

　

②�

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

「
愛
の
り
く
ん
」
の

回
数
券
３
，
０
０
０
円

分
を
贈
呈

　

※�

そ
の
ほ
か
、「
運
転
経
歴
証
明
書
」

を
提
示
す
る
と
、
上
信
電
鉄
の
普

通
乗
車
券
が
半
額
に
な
る
ほ
か
、

県
内
の
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
が
１

割
引
き
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　

返
納
に
関
す
る
こ
と
→
富
岡
警
察
署　
　

　

交
通
課
☎（
６
２
）０
１
１
０

　

補
助
に
関
す
る
こ
と
→
役
場
総
務
課

運転経歴証明書
（自動車等の運転はできません）

氏名

住所
交付

甘　楽　花　子

群馬県甘楽郡甘楽町大字小幡161番地１
令和元年８月１日

昭和〇年△月◇日生

※「�運転経歴証明書」は
運転免許証と同じ大
きさのカードで、公的
な身分証明書として
使用できます。

先進安全装置が警告します

安
全
対
策
で
安
心
ド
ラ
イ
ブ
　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
補
助
制
度
の
ご
案
内
　
　
　
　
　
■ 

総
務
課
庶
務
係　
内
線
２
１
１ 

インタビュー

  

運
転
免
許
証
自
主
返
納

 

～先進安全自動車を使用～

  

支
援
補
助

  
先
進
安
全
自
動
車
購
入
費
補
助
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平成30年度　町環境保健協会決算の概要
　主な収入　　
　　会　費　　　　　　　4,020戸×500円＝2,010,000円
　　補助金（町リサイクル事業補助金など）　　1,358,342円
　主な支出
　　リサイクル事業奨励金（子ども会などへ）　�1,482,100円
　　ごみ収集所環境対策費（各行政区へ）　　������710,000円
　　廃食用油回収事業奨励金（各行政区へ）���������167,191円
　　コンポスト・水切容器購入者への補てん費���206,862円

～ごみの資源化、分別収集にご協力ありがとうございます～
町のごみ処理報告（平成30年度）

ごみ処理費用はいくらかな？

甘楽町環境保健協会長表彰

　環境保健支部長30人と区長会理事４人、
議員６人（社会産業常任委員会）で構成さ
れる町環境保健協会（篠原道夫会長）の総
会が６月19日に開催されました。
　協会は町内全戸の皆さんが会員となり、
１世帯当たり500円の年会費をいただき、
運営費として活用しています。
　総会で承認された平成30年度決算の報
告と環境美化・保全活動に貢献し表彰さ
れた皆さんを紹介します。

〇堀口　博さん（天引） 　〇中野薫明さん（国峰）
〇浅香孝一さん（秋畑） 　〇新井利直さん（福島）
〇入江昭次さん（善慶寺） 〇山田正昭さん（秋畑）

　30年以上にわたり子ども会活動に花の苗を提供し、
花の育成指導に当たりました。また、新屋地区生涯学
習推進協議会「花いっぱい運動」にも協力されました。

ごみ処理の財源歳入 歳出 ごみ処理にかかった費用
指定ごみ袋の販売収入 焼却収集費用

埋め立て処理にかかる費用

環境対策費用

1,473万円

直接搬入業者からの手数料収入
1,068万円

分別収集回収金など 510万円

町の一般財源から
１億1,924万円

合計　　　１億4,975万円

焼却委託（富岡市清掃センター）　9,288万円
（富岡市への焼却委託料は１トン当たり43,500円）
収集運搬委託　　　　　　　　　2,511万円
指定ごみ袋作成費など　　　　　

処分場管理・光熱水費など　　　1,178万円
選別回収・埋立業務資源化委託

廃品回収リサイクル補助金（小中学校・子ども会・行政区などへ）

合計　　　１億4,975万円

１億2,620万円

1,943万円

412万円

381万円ほか

〇中島文雄さん（天引）

　環境保健協会の役員、環境保健支部長として長く務め
られ、地域の環境美化に貢献しました。

総会の席上で表彰されました

総
額
の
８
割
を
占
め
ま
す745万円ほか

765万円ほか

環境保健協会の活動

環 境 保 健 協 会 か ら の お 知 ら せ
vol.123

町政の動き
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１人当たりのごみ排出量が
　　　４年連続県内最少!!
　平成29年度のごみ排出量（１人１日当たり
）は597㌘（右表①（前年度は590㌘））で、県
内市町村の中で最も少なく、資源ごみのリ
サイクル率は県内６位の22.5％（右表②（前
年度は23.5％））となりました。
　しかし、平成30年度のごみ処理にかかる
費用は約１億4,975万円で、町民１人当たり
では、年間約11,400円の費用がかかってい
ることになります。
　今後もごみの分別を徹底し、リサイクル
を活用するなど皆さんのさらなるご協力を
お願いします。プラごみの分別方法を10ペ
ージに掲載していますのでご確認ください。

① 市町村別１人１日当たりの
排出量の状況（平成29年度）

② 市町村別リサイクル率の
　状況（平成29年度）

順位 市町村名 排出量
（㌘）

Ｈ28
順位

１ 甘楽町 597 １

２ 板倉町 645 ２

３ 上野村 707 5

４ 明和町 718 ３

５ 下仁田町 737 4

６ 南牧村 748 ６

順位 市町村名 リサイク
ル率（％）

Ｈ28
順位

１ みなかみ町 50.9 1

２ 神流町 48.4 ３

３ 上野村 33.0 4

４ 明和町 28.2 5

５ 板倉町 23.0 2

６ 甘楽町 22.5 ６

ごみはどのくらい出たのかな？
①燃やせるごみの排出量

2,135トン

一般家庭ごみ　　  1,829トン
事業系の直接搬入ごみ

甘楽PA直接搬入ごみ  54トン
252トン

②資源ごみの排出量

642トン

新聞・チラシなど　  129トン
本・雑誌　　　　　  76トン
段ボール・紙パックなど  55トン
ペットボトル　　     29トン
プラスチック類　　  45トン
金属・びん類など     308トン

③�燃やせないごみの排出量

102トン

学校・子ども会（11団体）
の廃品回収　　148トン含む

リサイクル資源ごみとして日
本容器包装リサイクル協会や
専門取扱業者に有償または処
理で引き渡しています。

約380g

※ごみ袋１袋４㎏、4,959世帯、人口13,187人で計算

家庭ごみ1,829トンはどのくらいかな？

②�１世帯１週間当たり
のごみの量

①燃やせるごみ（大） ③�１人１日当たりの
ごみの量

およそトイレット
ペーパー１個分

年間
457,250袋 約1.77袋

（１年間では１世帯が
 約92.2袋を出しています）
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資
源
ご
み
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
）
の
出
し
方　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

■
住
民
課
環
境
係　
内
線
２
６
９

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類(

以

下
、
「
プ
ラ
ご
み
」)

は
、
指
定
さ
れ
た

再
生
処
理
場
に
運
ば
れ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

再
生
材
料
に
加
工
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
容
器
包
装
と
は
、
商
品
の

容
器
や
包
装
の
こ
と
で
、
商

品
が
消
費
さ
れ
た
り
、
分
離

さ
れ
た
場
合
に
不
要
に
な
る

も
の
を
い
い
ま
す
。

■
袋
類

◦ 

お
菓
子
・
パ
ン
・
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品

な
ど
の
外
袋
・
内
袋

◦
詰
め
替
え
用
洗
剤
な
ど
の
袋

◦
ビ
ニ
ー
ル
袋　
な
ど

■
ボ
ト
ル
類　
※
中
身
を
よ
く
す
す
ぐ

◦
ソ
ー
ス
・
食
用
油
・
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
・

　
乳
酸
飲
料
な
ど
の
ボ
ト
ル

◦
洗
剤
・
シ
ャ
ン
プ
ー
・

　
リ
ン
ス
な
ど
の
容
器

◦
薬
・
化
粧
品
な
ど
の

　
容
器　
な
ど

■
カ
ッ
プ
類

◦
カ
ッ
プ
め
ん
・
プ
リ
ン
・

　
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
容
器

◦
卵
パ
ッ
ク
・

　
豆
腐
の
パ
ッ
ク　
な
ど

■
ト
レ
イ
類

◦
生
鮮
食
品
・
刺
身
用
ト
レ
イ

◦
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
な
ど
の
容
器

◦
惣
菜
・
和
菓
子
用
ト
レ
イ

　
な
ど

■
そ
の
他

◦
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
・
キ
ャ
ッ
プ

◦ 

果
物
や
野
菜
の
ネ
ッ
ト
や

　
緩
衝
材

◦
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル　
な
ど

■ 

プ
ラ
マ
ー
ク
表
示
の
な
い

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
あ
っ
て
も
プ
ラ
マ
ー

ク
の
な
い
道
具
類
（
【
例
】
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
ハ
ン
ガ
ー
・
固
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
な
ど
）
は
燃
や
せ
る
ご
み
で
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■ 

よ
ご
れ
や
中
身
が
残
っ
て
い
る

　
容
器
包
装
類

　
汚
れ
や
中
身
が
残
っ
て
い
る
場
合
に
は

き
れ
い
に
洗
い
流
す
な
ど
し
て
よ
ご
れ
を

取
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
汚
れ
が
取
れ

な
い
も
の
は
燃
や
せ
る
ご
み
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

プ
ラ
容
器
を
正
し
く
分
別
し
ま
し
ょ
う

プ
ラ
マ
ー
ク
表
示
の
あ
る
も
の

対
象
収
集
品
目

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
で
も

 

収
集
で
き
な
い
も
の

小
袋
に
は
入
れ
な
い

　
プ
ラ
ご
み
は
再
生
処
理
場
に
持
ち
込
ま

れ
る
前
に
異
物
が
混
入
し
て
い
な
い
か
の

仕
分
け
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
小
袋
に
入
っ
た
状
態
で
捨
て
ら
れ
て
い

る
と
仕
分
け
作
業
に
支
障
を
き
た
し
て
し

ま
い
ま
す
の
で
、
プ
ラ
ご
み
は
小
袋
な
ど

に
ま
と
め
ず
に
指
定
ご
み
袋(

青
色)

に
捨

て
て
く
だ
さ
い
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
ベ
ー

ル
品
質
調
査
が
６
月
14
日
、
プ
ラ
ご

み
の
再
生
処
理
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
調
査
は
町
か
ら
収
集
し
た

プ
ラ
ご
み
が
正
し
く
分
別
さ
れ
、
そ

の
ほ
か
の
異
物
が
混
入
し
て
い
な
い

か
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

　
調
査
の
結
果
、
容
器
包
装
比
率(

プ

ラ
ご
み
の
う
ち
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

も
の
の
割
合)

は
97.

94
％
で
Ａ
評
価

を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ご

み
の
中
に
カ
ミ
ソ
リ
が
混
入
し
て
い

た
た
め
禁
忌
品
有
無
評
価(

危
険
物
の

混
入
の
有
無)

は
Ｄ
評
価
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
の

は
、
容
器
包
装
類
の
み
で
す
の
で
、
そ

の
ほ
か
の
ご
み
を
捨
て
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

～混入していたもの～

プラ以外の容器包装類

カミソリ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

ベ
ー
ル
品
質
調
査
結
果

町政の動き
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上
下
水
道
工
事
に
伴
う
交
通
規
制
の
お
知
ら
せ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

■
水
道
課
上
水
道
係
・
下
水
道
係　
内
線
２
２
３・２
２
４

　
８
月
中
旬
か
ら
令
和
２
年
３
月
に
か
け

て
福
島
・
白
倉
地
区
の
上
下
水
道
工
事
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
福
島
地
区
は
カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
東
側
の

国
道
２
５
４
号
バ
イ
パ
ス
歩
道
部
お
よ
び

周
辺
の
町
道
、
白
倉
地
区
は
下
引
田
橋
か

ら
県
道
金
井
小
幡
線
へ
延
び
る
町
道
お
よ

び
周
辺
で
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
、
片
側
通
行
止
め
・
全
面

通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
工
事
区
間
に
つ
き
ま
し
て
は
左
図
の
と

お
り
で
す
。

※
工
事
区
間
は　
　
　
　
　
　
線
で
す
。

鹿島公民館GＳ

上 信 電 鉄

上州福島駅

カインズホーム

福島小学校

国道2
54バイ

パス

鏑川

上 信 越 自 動 車 道 甘楽ＰＡ

ゴルフ場

下引田橋

金光橋

上引田橋

県道金井小幡線

第23区
公会堂

第23区
住民センター

工場

工場

鹿島公民館GＳ

上 信 電 鉄

上州福島駅

カインズホーム

福島小学校

国道2
54バイ

パス

鏑川

上 信 越 自 動 車 道 甘楽ＰＡ

ゴルフ場

下引田橋

金光橋

上引田橋

県道金井小幡線

第23区
公会堂

第23区
住民センター

工場

工場

福島地区

善
意
に
深
く
感
謝
し
、

広
く
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

善
意
の
紹
介

●
長
沼
洋
子
さ
ん（
埼
玉
県
本
庄
市
）

　

段
飾
り
雛
人
形
な
ど
を
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

●
山
田
利
和
さ
ん（
福
島
）

　

甘
楽
町
図
書
館
の
蔵
書
と
し
て

「
ビ
ッ
グ
ブ
ッ
ク　

ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん

だ
ん　

パ
ン
こ
う
じ
ょ
う
」な
ど
大

型
絵
本
を
全
11
冊（
10
万
円
相
当
）

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

N

N

茂木館長へ大型絵本を手渡す
山田さん（左）

白倉地区
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現
金
で
前
納
す
る
場
合

　
「
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
」に
つ

い
て
い
る
６
カ
月
分（
下
期
）の
前
納
用
納

付
書
を
使
用
し
て
、
令
和
元
年
10
月
31
日

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

 　
希
望
す
る
人
は
、
８
月
20
日
ま
で
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
が
完
了
す
る

と
、
令
和
元
年
10
月
31
日
に
口
座
か
ら
引

き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。

【
申
し
出
に
必
要
な
も
の
】

①
預
貯
金
通
帳
と
届
出
印

② 

基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の

　

 

※ 

な
お
、
保
険
料
を
前
納
し
た
期
間
中

に
就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入
す

る
な
ど
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

る
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、

そ
れ
以
降
の
期
間
の
保
険
料
は
還

付
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
役
場
住
民
課
住
民
係　
ま
た
は

　
高
崎
年
金
事
務
所　

　
☎�

０
２
７（
３
２
２
）４
２
９
９

ま
だ
間
に
合
い
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
制
度

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ 

■ 

住
民
課
住
民
係　
内
線
２
６
４

納付方法 納付額 割引額
現　金 97,660円 　800円
口　座 97,340円 1,120円

税
務
係
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
■
住
民
課
税
務
係　
内
線
２
６
２

所有者 全量売電 余剰売電 自家消費

法　人 申告対象 申告対象 申告対象

個　人
（10㎾以上） 申告対象 申告対象 申告対象外

個　人
（10㎾未満） 申告対象 申告対象外 申告対象外

申告対象となる太陽光発電設備

対象の太陽光発電設備を所有
している人は申告してね！

16,410円（１カ月の国民年金保険料）×６カ月
98,460 円

　
一
括
し
て
保
険
料
を
納
め
る
と
割
引
に
な
る
前
納
制
度
は
、
６
カ
月
前
納

（
10
月
か
ら
来
年
の
３
月
ま
で
の
６
カ
月
分
）も
あ
り
ま
す
。

■６カ月分の保険料を前納する場合の割引額

口
座
振
替
で
前
納
す
る
場
合

　

太
陽
光
発
電
設
備
は
固
定
資
産
税（
償

却
資
産
）に
該
当
し
、
申
告
の
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
所
有
し
て
い
る
太
陽
光
発
電
設
備
が
申

告
対
象
と
な
る
か
設
置
状
況
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　
※�

個
人
所
有（
10
　
未
満
）の
設
備
で
あ
っ

て
も
事
業
用
家
屋（
共
同
住
宅
な
ど
）上

に
設
置
さ
れ
た
も
の
は
、
申
告
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

■
償
却
資
産
の
申
告　

　
申
告
の
対
象
と
な
る
人
は
、
毎
年
１
月

１
日
時
点
の
償
却
資
産
の
所
有
状
況
を
１

月
末
日
ま
で
に
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
申
告
対
象
と
な
る
人
で
、
昨
年
度
以
前

に
申
告
さ
れ
て
い
る
人
に
は
申
告
書
を
郵

送
し
て
い
ま
す
。

　
初
め
て
申
告
さ
れ
る
人
は
、
申
告
書
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
住
民
課
税
務
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
税
額

　
設
備
の
取
得
価
格
を
元
に
評
価
額
を
算

出
し
、
1.4
％
を
乗
じ
た
も
の
が
お
お
よ
そ

の
税
額
と
な
り
ま
す
。

kW

町政の動き
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町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
30
年
度
に

行
っ
た
事
業
に
つ
い
て
、
外
部
の
評
価
委

員
に
よ
る
点
検
・
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
町
の「
教
育
行
政
方
針
」に
基
づ
く
学
校

教
育
お
よ
び
社
会
教
育
に
関
す
る
10
の
重

点
項
目
、
99
の
施
策
・
事
業
に
つ
い
て
、

３
人
の
委
員
か
ら
評
価
を
受
け
る
と
と
も

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
、重
点
項
目
ご
と
の
評
価（
５

段
階
評
定
）の
平
均
は
4.6
と
い
う
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
一
方
で
は
、
人

権
教
育
な
ど
に
係
る
活
動
の
周
知
や
集
客

の
た
め
の
ニ
ー
ズ
把
握
な
ど
に
つ
い
て
課

題
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
評
価
委
員
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
よ
り

良
い
教
育
委
員
会
活
動
と
な
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
報
告
書
は
教
育

委
員
会
事
務
局（
学
校
教
育
課
学
校
教
育

係
）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◦�

小
学
校
の
外
国
語
教
育
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ

を
活
用
し
た
授
業
時
間
が
多
く
な
り
成

果
が
期
待
で
き
る
。

◦�

特
別
支
援
教
育
の
面
で
は
、
各
学
校
へ

の
支
援
員
の
配
置
状
況
が
適
切
だ
と
思

う
。

◦�

甘
楽
中
の
部
活
動
で
の
活
躍
が
目
立
っ

た
。
背
後
に
は
教
育
委
員
会
に
よ
る
環

境
整
備
・
応
援
体
制
の
充
実
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
継
続
的
な
支
援
を
お
願

い
し
た
い
。

◦�

幼
稚
園
で
は
、
人
的
・
物
的
環
境
の
整

備
・
充
実
の
も
と
、多
彩
な
体
験
の
場
、

機
会
が
用
意
さ
れ
、
園
児
の
豊
か
な
成

長
を
支
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

◦�

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
充
実
し
た

設
備
の
も
と
、
地
産
地
消
が
図
ら
れ
、

児
童
生
徒
に
喜
ば
れ
る
給
食
を
提
供
で

き
て
い
る
。
食
育
の
推
進
を
引
き
続
き

お
願
い
し
た
い
。

◦�

夏
休
み
子
ど
も
教
室
や
お
も
し
ろ
科
学

教
室
は
大
変
良
い
成
果
が
出
て
い
る
と

思
う
。
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し

盛
況
で
良
か
っ
た
と
思
う
。

◦�

図
書
館
で
は
、大
人
、子
ど
も
の
興
味
・

関
心
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
そ
れ

ぞ
れ
に
応
え
る
事
業
展
開
が
な
さ
れ
て

い
る
。
図
書
館
に
行
っ
た
ら
問
題
が
解

決
す
る
、
発
見
が
あ
る
な
ど
ワ
ク
ワ
ク

感
を
醸
成
す
る
工
夫
を
期
待
す
る
。

◦�

文
化
会
館
で
は
、
芸
術
的
・
文
化
的
・

教
育
的
観
点
か
ら
よ
く
検
討
さ
れ
、
町

民
の
希
望
や
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
業
が

工
夫
・
展
開
さ
れ
て
い
る
。
集
客
活
動

が
今
後
の
課
題
で
は
な
い
か
と
思
う
。

◦�

楽
山
園
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
の
集
客
数

が
過
去
最
高
を
記
録
し
た
こ
と
は
喜
ば

し
い
。
企
画
・
実
施
方
法
の
新
た
な
挑

戦
が
功
を
奏
し
た
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に

他
施
設
と
の
連
携
を
模
索
し
て
ほ
し
い
。

◦�

さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
は
多
く
の
人
が
毎
年

参
加
し
盛
況
に
行
わ
れ
て
い
る
。ま
た
、

町
内
の
小
中
学
生
が
大
勢
参
加
し
大
会

に
花
を
添
え
て
く
れ
て
い
る
。一
方
で
、

体
育
大
会
の
参
加
者
が
減
少
傾
向
に
あ

る
点
が
心
配
で
あ
る
。

◦�

少
年
の
主
張
大
会
は
、
来
場
者
も
増
え

て
町
民
の
関
心
の
深
さ
を
感
じ
る
。
学

校
で
の
指
導
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
良

い
大
会
だ
と
思
う
。

◦�

放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、
子
ど
も
に
と

っ
て
も
保
護
者
に
と
っ
て
も
、
安
心
安

全
な
居
場
所
が
保
証
さ
れ
る
大
変
あ
り

が
た
い
事
業
で
、
対
象
者
数
の
増
減
に

か
か
わ
ら
ず
継
続
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
・
田
村
峰
嗣（
秋
畑
）

　
・
髙
橋
利
子（
小
幡
）

　
・
丸
澤
弘
子（
善
慶
寺
）

青 少 推

お
か
え
り
と　
ま
っ
て
る
家
族
に　
ほ
っ
と
す
る　
　
（
新
屋
小
６
年　
山
本
一
晴
）

い
っ
て
き
ま
す　
家
に
帰
る　
約
束
の
言
葉　
　
　
　
（
甘
楽
中
１
年　
茂
原
佑
陽
）

　
甘
楽
町
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
が

平
成
30
年
度
に
募
集
し
た「
家
庭
の
日
」標
語
の

優
秀
賞
作
品
で
す
。（
学
年
は
30
年
度・敬
称
略
）

毎月
第１日曜日
家庭の日

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　  

■ 

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係　
内
線
５
１
０・５
１
１

７月８日、近藤教育長（右）から富岡議長へ
報告書が提出されました

教
育
委
員
会
の
事
業
に
関
す
る

　
　�����

点
検
・
評
価
結
果
を
公
表
し
ま
す

評
価
委
員

意
見
・
要
望
な
ど(

抜
粋
）
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み
な
さ
ん
は
、
戦
争
を
知
る
世
代
か

ら
、
戦
時
中
の
話
を
聞
い
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。
私
は
祖
父
か
ら
、
今
ま
で

に
何
度
か
、
祖
父
が
体
験
し
た
戦
争
の

話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
初
め

て
そ
の
話
を
聞
い
た
時
の
大
き
な
恐
怖

と
、
自
分
の
か
ら
だ
に
走
っ
た
衝
撃
は

今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
小
学
生
の

頃
は
、
祖
父
が
戦
争
や
空
襲
に
つ
い
て

語
り
出
す
度
に
怖
く
て
、「
も
う
、
聞
き

た
く
な
い
。」と
、
何
度
も
そ
の
場
を
立

ち
去
り
た
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

七
十
四
年
前
の
あ
の
日
、
あ
の
時
を
生

き
、
そ
の
出
来
事
に
つ
い
て
語
れ
る
高

齢
者
は
、
今
は
も
う
そ
う
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
今
、
本
当
の
戦
争

を
先
人
か
ら
知
り
、
そ
れ
を
後
世
に
語

り
継
ぐ
義
務
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

私
に
は
、
昭
和
十
一
年
生
ま
れ
で
、

戦
争
が
始
ま
っ
た
当
時
、九
歳
だ
っ
た
、

現
在
八
十
三
歳
の
祖
父
が
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
祖
父
が
、
以
前
話
し
て
く
れ

た
い
く
つ
か
の
話
の
中
で
、
特
に
印
象

に
残
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「
じ
い
ち
ゃ
ん
が
小
さ
い
頃
な
あ
、
夜
、

屋
根
の
上
に
上
っ
て
、
南
の
方
の
空
を

見
た
ん
だ
。夜
な
の
に
空
は
真
っ
赤
で
、

ま
る
で
、
き
れ
い
な
夕
焼
け
の
よ
う
だ

っ
た
。」

　
昭
和
二
十
年
三
月
、
東
京
大
空
襲
の

話
。
そ
の
時
、
こ
こ
か
ら
、
南
の
方
角

に
あ
る
東
京
は
火
の
海
で
、
そ
の
真
っ

赤
な
火
の
海
の
水
が
引
け
た
の
は
、
そ

れ
か
ら
何
日
も
後
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

当
時
も
、
現
在
と
同
じ
く
、
百
万
を
超

え
る
人
々
が
暮
ら
し
て
い
た
で
あ
ろ
う

大
都
市
東
京
が
、
火
の
海
に
な
っ
て
い

る
、
想
像
す
る
だ
け
で
、
ゾ
ッ
と
し
ま

せ
ん
か
。

　
祖
父
は
私
に
戦
争
に
つ
い
て
話
す
時

は
い
つ
も
、
表
情
や
手
の
動
き
で
も
自

分
が
体
験
し
た
こ
と
を
表
現
し
ま
す
。

そ
し
て
い
つ
も
決
ま
っ
て
言
う
の
は
、

「
戦
争
は
恐
ろ
し
い
。
戦
争
は
し
ち
ゃ

あ
い
け
な
い
。」

　
私
は
、
実
際
に
祖
父
か
ら
話
を
聞
い

た
こ
と
で
、
本
当
の
戦
争
の
形
が
少
し

ず
つ
見
え
、
自
分
は
そ
ん
な
経
験
を
絶

対
に
し
た
く
な
い
、
こ
の
悲
劇
を
、
も

う
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
思
い
が
、
ま
す
ま
す
強
く
な
り
ま

し
た
。

　
令
和
元
年
五
月
一
日
。
時
代
が
か
わ

っ
た
テ
レ
ビ
の
画
面
で
は
、
道
を
行
き

交
う
街
の
人
々
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
令
和

も
、
戦
争
の
な
い
、
平
和
な
時
代
に
な

っ
て
ほ
し
い
。」と
い
っ
た
声
が
多
く
聞

か
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
戦
争
が
な

け
れ
ば
、
大
切
な
人
や
自
分
の
命
を
戦

争
で
失
う
こ
と
も
、
戦
争
に
よ
っ
て
貧

し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
た
り
、
食
料
不

足
に
苦
し
め
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
誰
も

が
皆
、
戦
争
の
な
い
、
平
和
な
世
を
望

む
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
願
望

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
私
た
ち
自
身
が
、
戦
争
に
つ

い
て
知
る
意
欲
を
持
ち
、
戦
争
を
知
る

高
齢
者
か
ら
学
び
、
本
当
の
戦
争
の
形

を
見
出
す
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
後

世
に
語
り
つ
ぐ
こ
と
で
す
。
本
当
の
戦

争
は
き
っ
と
、
私
た
ち
が
思
う
よ
り
何

倍
も
、
何
十
倍
も
恐
ろ
し
く
、
悲
し
み

に
満
ち
あ
ふ
れ
た
も
の
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。
本
当
の
戦
争
の
形
を
考
え
る
こ

と
で
、
戦
争
に
対
す
る
思
い
が
、
よ
り

強
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
展
示
の
結

び
の
言
葉
の
中
に
、
こ
ん
な
言
葉
が
あ

り
ま
す
。

　
「
戦
争
を
お
こ
す
の
は　
た
し
か
に

　
人
間
で
す

　
し
か
し　
そ
れ
以
上
に

　
戦
争
を
許
さ
な
い
努
力
の
で
き
る
の
も

　

�

私
た
ち　
人
間　
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」

私
た
ち
は
、
そ
の
努
力
を
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
私
は
、
こ

れ
か
ら
も
祖
父
が
語
る
戦
争
の
話
か
ら
、

本
当
の
戦
争
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
の
か
、
考
え
、
そ
れ
を
笑
顔
が
絶

え
な
い
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
共
に
、

数
十
年
後
の
時
代
を
生
き
る
人
に
伝
え

た
い
。

　
み
な
さ
ん
も
、
戦
争
を
生
き
た
高
齢

者
か
ら
戦
争
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
戦
争

の
な
い
、
平
和
で
明
る
い
未
来
を
つ
く

る
、
第
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
。

第33回　少年の主張　甘楽町大会
　第33回少年の主張甘楽町大会が６月28日、町文化会館で行
われました。甘楽中学校の代表生徒11人は、家庭や学校生活・
社会の中での体験や心に感じていることを発表。自分の考えや
希望をしっかり話す姿に、会場から大きな拍手が送られました。
　審査の結果、最優秀賞には山口めぐさん（３年）が選ばれまし
た。山口さんは８月３日に高崎市榛名文化会館エコールで行わ
れる西部地区大会に甘楽町代表として出場します。

最
優
秀
賞

高
齢
者
か
ら
学
ぶ
戦
争

甘
楽
中
３
年

山
口 

め
ぐ

最優秀賞インタビュー

　町大会の目標は、新しい
令和の時代を担う、同じ世
代に向けて、自分の意見を
発信することでした。西部
地区大会では、より多くの
人の心に響く発表ができる
よう、自分自身もさらに考
えを深めていきたいです。
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～甘楽町の将来を担う中学生～

第33回　少年の主張　甘楽町大会
優
秀
賞
10
人

～
校
歌
な
ど
全
４
曲
～

大
会
に
華
を
添
え
た
素
晴
ら
し
い
演
奏

アトラクションで演奏を披露した甘楽中吹奏楽部

　
今
回
は
、
家
族
と
の
か
か
わ
り
の
中
か
ら
自
分
で
考
え
た

発
表
が
多
く
、
自
分
へ
の
思
い
、
家
族
へ
の
思
い
、
そ
し
て
、

社
会
へ
の
思
い
を
堂
々
と
主
張
し
た
素
晴
ら
し
い
発
表
で
し

た
。
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
発
表
し
た

思
い
を
し
っ
か
り
と
持
ち
続
け
て
、
自
分
の
将
来
や
家
族
、

地
域
や
社
会
の
た
め
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
。

　
新
し
い
時
代
の
中
で
、
一
人
一
人
が
個
性
を
磨
き
、
自
分

ら
し
く
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
っ
て
ほ
し
い
、
社
会
の
一
員

と
し
て
の
自
覚
を
高
め
、
成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

◎
審
査
員
講
評（
近
藤
教
育
長
）

右
か
ら
発
表
順（
敬
称
略
）

大切な一冊

飯塚 雪
ゆ き み

未
（２年）

選抜に入って私が死んだら最後の部活

祖父母からの願い生きていく力「ありがとう」の
輪を広げる

ろう者と聴者神様が僕に教えて
くれたこと

三森 亜
あ き

紀
（３年）

武田 夏
か ほ

帆
（３年）

大小原 あい
（３年）

甘楽の魅力

青木 柚
ゆ づ き

月
（１年）

金井 俐
り き

樹
（１年）

飯塚 美
み づ き

月
（２年）

今井 彩
あ や か

香
（３年）

市川 史
し ゆ う

悠
（２年）

山田 咲
さ く ら

楽
（３年）

町発足60周年記念事業
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一
学
期
を
振
り
返
っ
て

甘
楽
中
学
校
の
取
り
組
み

甘楽中学校
校 長 飯塚真琴
生 徒 330人

　

　

私
の
ク
ラ
ス
は
、
と
て
も
仲
の
い
い

ク
ラ
ス
で
す
。
個
性
的
で
は
あ
り
ま
す

が
、
問
題
が
起
こ
れ
ば
全
員
協
力
で
解

決
し
て
い
く
力
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ク

ラ
ス
に
入
れ
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

（
１
組　

岡
田�

光
咲
）

���　

初
め
て
の
中
学
校
。
小
学
校
と
は
ち

が
っ
た
生
活
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、

副
会
長
と
い
う
役
割
を
果
た
せ
ま
し

た
。
期
末
テ
ス
ト
や
陸
上
大
会
な
ど
も

一
生
懸
命
取
り
組
め
ま
し
た
。

（
２
組　

生
形�

悠
歌
）

　

ぼ
く
は
、
一
学
期
を
振
り
返
っ
て
、

三
組
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
い
ク
ラ
ス

だ
と
思
い
ま
し
た
。
二
学
期
は
一
学
年

の
中
で
一
番
良
い
ク
ラ
ス
に
し
て
、
助

け
合
え
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

（
３
組　

金
井�
俐
樹
）

　

私
は
慣
れ
な
い
中
学
校
生
活
で
、
み

ん
な
で
楽
し
く
生
活
で
き
て
、
よ
か
っ

た
で
す
。
中
学
校
生
活
に
も
慣
れ
た
の

で
、
二
学
期
も
、
み
ん
な
で
楽
し
く
過

ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
４
組　

新
井�

穂
香
）

　

私
た
ち
の
ク
ラ
ス
の
一
学
期
良
か
っ

た
こ
と
は
、
大
き
な
声
で
挨
拶
が
で
き

た
こ
と
、
給
食
の
時
間
の
開
始
や
準
備

を
早
く
で
き
た
こ
と
で
す
。二
学
期
は
、

授
業
な
ど
の
チ
ャ
イ
ム
前
着
席
が
で
き

る
よ
う
に
、
ク
ラ
ス
全
員
で
声
か
け
を

心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
１
組　

篠
原�

歩
花
）
　

色
々
な
行
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一

番
の
思
い
出
は
修
学
旅
行
で
す
。
雨
が

す
ご
く
降
っ
て
道
に
迷
う
班
も
あ
り
ま

し
た
が
、
一
つ
一
つ
の
班
が
メ
ン
バ
ー

と
協
力
し
、
無
事
に
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
二
学
期
も
仲
間
を
見

捨
て
ず
、
み
ん
な
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

（
２
組　

森
田�

祇
貴
）

　

二
年
生
に
な
っ
て
大
切
に
取
り
組
ん

で
来
た
こ
と
は
部
活
動
で
す
。
一
年
生

が
入
部
し
て
、
初
め
て
の
こ
と
を
教
え

る
難
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

三
年
生
と
い
っ
し
ょ
に
で
き
る
時
間
を

大
切
に
し
、
先
輩
達
か
ら
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
３
組　

茂
原�

佑
陽
）

班のみんなと協力して

元
気
い
っ
ぱ
い
！
一
年
生

先
輩
に
な
り
ま
し
た
！
二
年
生

　
あ
っ
と
い
う
間
に
、一
学
期
が
終

わ
り
ま
し
た
。旅
行
や
陸
上
大
会
が

あ
っ
た
一
学
期
。学
ん
だ
こ
と
や
感

想
を
つ
づ
り
ま
し
た
。

大雨の中の川越散策

これから出発します！
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言提

学校 通信

��

私
は
30
年
間
中
学
校
で
英
語
を
教

え
て
き
ま
し
た
。
英
語
の
先
生
を
志

し
た
理
由
は
、
中
・
高
生
の
と
き
に

英
語
が
一
番
得
意
科
目
だ
っ
た
か
ら
。

で
も
大
学
の
英
語
科
に
入
る
と
状
況

は
一
変
し
ま
し
た
。
特
に
大
変
だ
っ

た
の
は
外
国
人
の
講
師
に
よ
る
英
会

話
の
授
業
で
し
た
。
毎
回
あ
る
テ
ー

マ
に
つ
い
て
英
語
で
話
し
合
う
の
で

す
が
、
同
期
生
た
ち
が
わ
れ
先
に
と

次
々
に
発
言
し
て
い
た
の
に
対
し
、

自
分
は
全
く
何
も
話
せ
な
か
っ
た
の

で
す
。
惨
め
な
思
い
で
毎
週
受
講
し

て
い
く
う
ち
に
、
ふ
と
あ
る
こ
と
に

気
が
つ
き
ま
し
た
。
自
分
が
英
語
を

話
せ
な
い
の
は
単
に
英
語
力
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
話
す
内

容
自
体
が
思
い
浮
か
ん
で
い
な
か
っ

た
の
で
す
。

　
ど
ん
な
に
優
れ
た
英
語
力
を
身
に

付
け
た
と
し
て
も
、
伝
え
る
内
容
と

意
志
が
な
け
れ
ば
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。

自
分
は
ど
ん
な
人
で
、
何
が
好
き
で

何
が
苦
手
な
の
か
、
日
本
は
ど
ん
な

国
で
ど
こ
が
お
薦
め
か
、
ふ
る
さ
と

甘
楽
町
の
魅
力
は
ど
ん
な
所
か
…
。

伝
え
た
い
内
容
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

そ
れ
を
何
と
か
し
て
相
手
に
伝
え
た

い
。
そ
ん
な
必
要
感
が
あ
れ
ば
、
英

語
学
習
へ
の
意
欲
も
効
果
も
随
分
と

違
っ
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
来
年
度
か
ら
小
学
校

で
教
科
と
し
て
の
英
語
が
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
日
本
中
の
全

て
の
５・
６
年
生
が
週
２
コ
マ
の
英

語
（
外
国
語
）
の
授
業
を
受
け
、
通

知
表
に
は
成
績
も
つ
き
ま
す
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
数
年
後
に
は
生
き
生

き
と
英
語
を
話
す
日
本
人
が
今
よ
り

ず
っ
と
増
え
て
い
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
で
す
ね
。

　

僕
は
充
実
し
た
一
学
期
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
勉
強
や
部
活
な
ど

心
配
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、

友
達
や
仲
間
と
辛
い
と
き
に
は
助
け
合

い
、
楽
し
い
と
き
に
は
一
緒
に
笑
っ
て

有
意
義
な
日
々
を
過
ご
し
、
た
く
さ
ん

の
大
切
な
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

（
１
組　

吉
田�

凌
也
）

　

一
学
期
を
振
り
返
っ
て
僕
は
陸
上
大

会
な
ど
色
々
な
行
事
が
あ
り
、
忙
し

か
っ
た
け
れ
ど
と
て
も
充
実
し
て
い
た

と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
最
高
学
年
と

し
て
一
年
生
の
お
手
本
と
な
れ
る
よ
う

努
力
で
き
ま
し
た
。
二
学
期
で
も
し
っ

か
り
と
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
２
組　

越��

悠
稀
）

　

僕
は
一
学
期
の
中
で
「
仲
間
と
の
絆

の
大
切
さ
」
に
つ
い
て
、
強
く
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
一
学
期
に
は
、

修
学
旅
行
や
陸
上
大
会
な
ど
た
く
さ
ん

の
学
校
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
行
事
の
中
で
「
仲
間
と
の
絆
」
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
３
組　

浅
川��

祥
）

英語教科化に
向けて

　甘楽中学校
　　教頭　赤石 啓寿

最
上
級
生
の
輝
き
！
三
年
生

東大寺大仏殿前で

甘楽中PTAバザーの
ご案内

日時　11月２日（土）
　　　午前９：00～11：00
場所　�甘楽中学校ランチルー

ム（防災交流センター）
その他
　●駐車場は校庭です。
　●�上履きをご持参ください。
　●�つり銭のないように小
銭をご用意ください。

■問合せ先　甘楽中学校
　　　　　���☎（67）0055

��町の教育相談をご利用ください
　■予約・問合せ先
　　・学校教育課
　　　☎(74)3131��内線511
　　・福島小　言語指導教室
　　　☎090（2238）8704
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総務課行政係　内線213・214

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

総務課行政係　内線213・214

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

…町発足60周年記念事業

犯罪や非行のない社会へ　
　犯罪や非行のない地域社会の実現を目指す�
社゙会を明るくする運動″の７月強調月間に合わ
せて、富岡甘楽「社明」推進委員会のパレー
ドが７月２日、役場を訪問しました。
　内閣総理大臣からのメッセージを富岡甘楽
保護区保護司会の安藤幸隆さん（秋畑）が、
また、群馬県更生保護女性会員からのメッセー
ジを町更生保護女性会の中野惠理子さん（国
峰）が朗読し、町や地域の積極的な参加を呼
び掛けました。

鳳凰聖徳　日米で金賞受賞！
　清酒の品質や製造技術の向上を目的とした2018酒造年度
（2018年７月～2019年６月）の全国新酒鑑評会が開かれ、聖
徳銘醸株式会社（白倉）の大吟醸「鳳凰聖徳」が最高賞の金賞
を受賞しました。今回の受賞は県内最多の通算17回目です。
　全国から857点の出品があった同鑑評会では、237点（県内
では７点）が金賞酒に選ばれました。
　また、2019年度全米日本酒歓評会では、「聖徳�大吟醸」が10
年連続で金賞を受賞し、ダブルの喜びとなりました。
　西岡義彦常務取締役は「品のいい甘さのある新酒をぜひ地元
の人に味わってもらいたい。海外でも大人気なので、さらにＰ
Ｒしていきたい」と話されました。茂原町長に金賞受賞を報告する西岡常務（右）

花で町を明るく　コンテナガーデン
　町生活改善グループ連絡協議会（田中美惠子会
長・はこべの会、天引婦人の家グループ、裏根グ
ループ、佐久間リンゴ婦人部が所属）は６月27日、
町内施設に設置しているプランターに花の苗の植
え替え作業を行いました。
　今回は、ラベンダーやサルビア、百日草などを
寄せ植えし、楽山園番所前やふるさと館など９カ
所に届けました。田中会長は「夏らしくて香りも
いい、きれいな鉢ができた。多くの人が町を訪れ、
楽しんでもらいたい」と話されました。

メッセージを朗読する安藤さんとパレード参加者の皆さん

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
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栁澤さん

　甘楽郡社会教育振興協議会第38回定
期総会が６月19日に下仁田町役場で開か
れ、社会教育の振興、文化活動の発展に
貢献した１個人と
１団体が表彰され
ました。
　また、同協議会
の振興と発展に多
大な功績があった
前会長の栁澤清次
さん（善慶寺）に
感謝状が贈呈され
ました。

社会教育の
　　　振興に貢献

社会教育功労者の部　　　　
　長岡晴美さん（造石）　
　レクリエーションダンスの普及・推進に尽力されました
社会教育優良団体の部　
　甘楽町郷土史研究会（齋藤正豊会長）　
　�町の歴史の研究、未来に残す資料収集・調査に尽力されました

海外で技術を磨く　世界へはばたく甘楽中生

　小幡さんは、
ハンドボール
のナショナル
トレーニング
アカデミー
（NTA）欧州
育成合宿の
選手として、
８月25日から
９月２日まで、
ハンガリー
遠征に参加します。2019年度も引き続きNTAのメ
ンバーに選ばれ、U-16（中学～高校１年生）の育成
合宿に参加している小幡さんは、昨年の経験をいか
し、さらなるレベルアップを目指しています。同遠征
に参加するメンバー16人のうち、小幡さんは最年少で、
中学２年生は１人。日の丸を胸に活躍する日も近い
小幡さんのますますの成長が期待されます。
　小幡さんは「昨年のデンマーク遠征では、外国の
選手のパワーが印象に残った。ハンガリーでは、相
手の選手に向かって積極的に動けるようがんばりた
い」と意気込みを話してくれました。

　金井さんは、
今年１～３月
に開かれた国
内最大フリー
スキージュニ
アのシリーズ
戦「Japan�
Jr� Freeski�
Open」�U-12
(小学３～６
年生）で総合
優勝し、７月16日～23日にアメリカ・オレゴン州の
ウィンデルスサマーキャンプ（世界各国の９～18歳
が集まる合宿形式のトレーニング）に参加しました。
　４歳でスキーを始めた金井さんは、小学校中学年
からフリースタイルスキー・スロープスタイル（障害
物が配置されたコースを滑り、技を競う競技）に取
り組み、日々練習に励んでいます。
　金井さんは「世界の滑り、スタイルを学び、仲間
との貴重な時間を過ごすことができました。さらに目
標を高く持ち頑張ります！夢はオリンピックで金メダ
ルをとることです」と話してくれました。

フリースタイルスキー
　金井　浬さん（１年）

ハンドボール
　小幡みなみさん（２年）

甘楽町郷土史研究会の皆さん

【個人表彰・団体表彰】

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ヘ
ン
リ
ッ
ク
・
ハ
ー
ロ
ウ

選
手
を
目
標
と
す
る
金
井
さ
ん

目
標
は
「
日
本
代
表
に
な
っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
る
こ
と
！
」
と
話
す
小
幡
さ
ん
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関東大会で３位！
　　　　ソフトテニス渡邊さん
　第38回関東小学生ソフトテニス選手権大会が７月６・７日に埼玉県の熊
谷さくら運動公園テニスコートで開かれ、甘楽町ジュニアソフトテニスクラ
ブ（外所淳也代表）の渡邊惺矢さん（新屋小４年）が低学年男子ダブルスの部で
３位に入賞しました。関東大会での上位入賞は、同クラブで初めての快挙です。
　渡邊さんは「初めての関東大会出場でしたが、県外の強い選手とたくさん試
合ができて楽しかったです。これからもたくさん練習して、まずは県大会優
勝を目指していきたいです」と話してくれました。

さわやかにプレー　町ゴルフ大会
　第48回甘楽町ゴルフ大会が７月２日、小幡郷ゴルフ
倶楽部で開かれ、134人の選手が日ごろの練習の成果
を競いました。競技は18ホール新ぺリア方式で行われ、
各部門の上位入賞者は次のとおりです。
　グロスの部上位３人は、９月25日に渋川市で開催さ
れる第31回群馬県市町村（地区）対抗ゴルフ選手権大会
に町代表として出場予定です。

各部門の優勝者

グロスの部
吉田さん

シニア・レディースの部
齊藤さん

一般の部
加藤さん

グロスの部
優　勝　吉田　篤さん
準優勝　田村峰嗣さん
第３位　浅川能弘さん

一般の部
優　勝　加藤和弘さん
準優勝　熊井戸隆行さん
第３位　中野　茂さん

シニア・レディースの部
優　勝　齊藤光男さん
準優勝　岡野　明さん
第３位　小出裕幸さん

　甘楽町ソフトテニス連盟（金井直二会長）は友好都市である東京
都北区のソフトテニス連盟（髙川庚三会長）と合同で６月22・23日、
総合公園テニスコート（23日は甘楽町体育館）で「第10回ジュニア
ソフトテニスアカデミーin甘楽2019」を開きました。
　２日間で延べ147人の子どもたちが、元全日本選手権大会優勝
者の髙川経生さん、浅川陽介さん、三浦洋美（旧姓：濱中）さんか
ら指導を受け、上達のコツなどを学びました。

あこがれの
  トッププレーヤーと
  ～北区・甘楽町
    　ソフトテニス交流～

参
加
者
全
員
で
集
合
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いきい
きクラブ

◆代表者　小柏史江（天引）
◆指導者　布施一好（小幡）
◆会員数　20人
◆設立年　平成26年

　笛を吹くことはとても気持ちよく、複式呼
吸なので健康にも良いです。
　興味のある人は、ぜひ一度見学にお越しく
ださい。詳しくは小柏代表（☎74・5454）へ
ご連絡ください。お待ちしています。

　第１・３水曜日の午後７時から９時まで、
ら・ら・かんらの研修室で篠笛の練習に励ん
でいます。
　布施さんの指導のもと、音出しの練習をし
てから、ソロの演奏を披露するなど、それぞ
れが上達を目指して頑張っています。

　幅広い年齢層の仲間で、意見交換をしなが
ら和気あいあいと活動しています。向上心の
ある練習熱心な人ばかりなので、努力してど
んどん上手に吹けるようになっています。
　自分の笛を製作したときには、面倒見がよ
い人がいてびっくり！再発見もあります。

住民の皆さんに一言

クラブの特徴

今後の予定・目標など

活動内容

かんら篠笛の会

『いきいきクラブ活動紹介』では町内で活動する文化および
体育協会登録団体のクラブ活動を紹介します。

デイサービスで演奏群馬篠笛のつどい（昨年11月、ら・ら・かんら）

活動紹介
vol.49

練習風景
～全員で「さくら」を演奏～

　御殿のお月見会（楽山園）、芸能発表会、お
たっしゃ会、施設訪問などで演奏をしています。
また、年１回開催される群馬篠笛のつどいにも
参加しています。篠笛を多くの皆さんに知って
もらえるよう、これからも活動していきます。
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金井駐在所
小澤昂平さん

連載
№110

振
り
込
め
詐
欺

対
策
！

材料（２人前）
ナス 100ｇ（１本）
薄力粉 大さじ１
ニンジン 100ｇ（１/2本）
ごま油� 小さじ２
砂糖� 小さじ２
酢 小さじ２
醤油 小さじ1.5

ネギ 少々

【１人分102kcal�
�　　食塩相当量：0.9g】

■作り方
❶�ナスは乱切りにし、薄力粉をまぶす。
❷ニンジンも乱切りにし、電子レンジで予備加熱する。
　(600Wで約３分)
❸フライパンにごま油を熱し、ナスの皮側から加熱する。
　ニンジンも一緒に炒める。ナスに火が通るよう弱火で加熱する。
❹�耐熱容器に調味料を合わせ、電子レンジで温める。
　(600Wで約30秒)
❺ ③と④を和え、10分程度染み込ませたら、器に盛り付け、
輪切りネギを散らす。

レシピ紹介

冷やして食べてもおいしい一品です！

ナスの南蛮漬け　

調
味
料
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NEW▶▶▶ 図書館に新しく入った本甘楽町図書館
開館　午前９時～午後７時
（70）4660
rarakanra@town.kanra.lg.jp

▶�夏休み読書感想文課題図書

［　お誕生おめでとう　］
氏　名 保護者 区 大　字

吉田　会
か い り

利 康　仁 ４ 上　野

白石　鈴
り ん か

果 裕　巳 17 福　島

菊地　謙
けんしん

心 将　行 18 福　島

野澤　莉
り と ら

虎 竜　宏 18 福　島

山田　虹
に こ

心 兼　司 20-1 福　島

小野㟢 匡
きょうすけ

祐 将　之 21 白　倉

◎お名前は常用漢字・現代かなを使用させていた
だきます。

◎戸籍の欄に掲載を希望されない人は届出の際に
窓口にお申し出ください。

  6月16日～
  7月15日届出

（敬称略）

世
帯

5,050
(+６)

人
口

13,163
(△4)

男 6,527
(△1)

女 6,636
(△3)

6月30日現在
（前月末比）

　１人１回１冊、１週間の貸し出しです。（対
象の児童・生徒を優先）
　小学生～高校生まで18冊、ぜひご利用
ください。

［　お悔やみ申し上げます　］
氏　名 年齢 届出人 区 大　字

松井　　均 68 健　次 ３ 小　幡
大野　邑幸 88 賢　一 ７ 善慶寺
野本　洋子 74 拙　美 7 善慶寺
松田　　博 89 珠由樹 7 善慶寺
堀口　幸男 70 裕　介 17 福　島
服部　利夫 80 信　子 18 福　島
中重　光雄 90 きよ子 20-1 福　島
入山　　修 57 千佳子 20-1 福　島
羽鳥　茂明 90 留利子 22 白　倉
熊井戸 和子 81 勇 22 白　倉
森平　　裕 56 西村孝子 25 天　引
金田　愛子 95 倍　視 26 金　井
押木 シズイ 93 齋藤洋子 27 造　石
松本　悟美 68 末　子 27 造　石

▶お知らせ
【８月の休館日】
　５日（月）、13日（火）、19日（月）、26日（月）
　※12日（月）は開館します。
【開館時間の変更】　
　８月14日（水）～18日（日）
　午後９時～午後５時
【９月の臨時休館日】
　蔵書点検・整理のため
　９月10日（火）～14日（土）の５日間

▶�学習室　利用できます
　25日（日）まで学習室を設置しています。
（都合により設置していない場合もありま
すので、出かける前にお問合せください。）

じ
じ
ば
ば
の
る
つ
ぼ

群�

よ
う
こ�

著
／
新
潮
社

サ
リ
エ
ル
の
命
題

楡�
周
平�

著
／
講
談
社

じじばば観察記録。エッ
セイ。　

命の重さを問う、サス
ペンンス小説。

ド
キ
ュ
メ
ン
ト　

豪
雨
災
害

西
日
本
豪
雨
の
被
災
地
を

訪
ね
て

谷
山�
宏
典�

著
／
山
と
溪
谷
社

お
ら
が
群
馬
の
お
も
て

な
し
英
語

高
崎
商
科
大
学
教
授�

渡
邉

美
代
子�

著
／
上
毛
新
聞
社

事
業
局
出
版
部

人はなぜ逃げ遅れるの
か。　

ぐんまの魅力を英語で伝
えよう。

へ
ん
し
ん
バ
ス

あ
き
や
ま�

た
だ
し�

作
・

絵
／
金
の
星
社　

火
山
は
め
ざ
め
る

は
ぎ
わ
ら�

ふ
ぐ�

作
・
早
川�

由
紀
夫�

監
修
／
福
音
館
書
店

おなじみ言葉遊び絵本
の新刊です。

浅間山の噴火の歴史を
紹介してます。
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No�image No�image

No�image No�image

「お悔やみ欄」は印刷版の広報かんらに
掲載しています

「お誕生欄」は印刷版の広報かんらに
掲載しています
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広　告

楽
山
園
の
借
景
を
眺
め
な
が
ら
、

テ
ラ
ス
で
楽
し
く
歌
う
参
加
者

　ウクレレ歌声喫茶が７月11日、長岡今朝
吉記念ギャラリーカフェで開かれました。金井悦子さん
（玉村町）と田村賢治さん・京子さん夫妻（福島）による
ウクレレやキーボードの演奏に合わせて、約60人の参加
者が懐かしの歌謡曲などを全員で歌いました。

～ウクレレ歌声喫茶～

ギャラリーカフェ（小幡544-2）では、地域
おこし協力隊の宮本有希さんが作る「手毬
シュークリーム」などを販売しています。
（数量限定・月曜定休）
ぜひお越しください。
■問合せ先　☎（74）7575

演奏者　田村さん
「雨は残念だったが、
大勢の人が集まり、う
れしい。楽山園の素晴
らしい景色も見てもら
えて良かったです」

すてきな景色とおいしいコーヒー・
シュークリームが良かったです。

とても楽しく大声で歌いました。
最高でした！
このような企画をまたぜひお願
いします。

…参加者アンケートより…

懐かしの曲で楽しいひととき　

販売情報は
こちら→
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